
京都府医師会看護専門学校 

平成 30 年度 自己点検・自己評価 

                                   

Ⅰ．教育理念・教育目標・人材育成          N=35 

（１）教育理念・目標  

 

 

  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

・教育理念・教育目的・育成人材像は定めている

・学校における看護教育の特色は明確である

・教育理念・教育目的・育成人材像・特色などは、

学生・保護者・保証人に周知している

・各課程の教育目標・育成人材像は、学生・保護

者・保証人に周知している

教育理念・目標

適切 ほぼ適切 やや不適切 不適切 わからない

上段：29年度

下段：30年度

・教育理念・教育目的・育成人材像は定めている

・学校における看護教育の特色は明確である

・教育理念・教育目的・育成人材像・特色など

は、学生・保護者・保証人に周知している

・各課程の教育目標・育成人材像は、学生・保護

者・保証人に周知している

自己評価 外部評価 

教育理念・目標について、ほとんどの項目で「適

切」「ほぼ適切」が 80％台である。これは常に教育理

念に立ち戻り、新入教員だけでなく、専任教員にも

定着させるよう意識が高まっていると評価する。ま

た、学生・保護者・保証人にもオリエンテーション

やオープンキャンパスなどで学校公開の場が増えて

きた結果であると考える。 

今後も新入教員にも理解ができるよう説明の強化

や、入学式、保証人会、HP などで教育理念について

は紹介しているが、参加や視聴できない方のために、

さらに教育の現状および内外部の現状を詳細に発信

できるよう工夫することが必要となる。今年度 HPを

リニューアルしたのでそこにも期待したい。 

本校の「看護教育の特色の明確化」については「や

や不適切」が高くなっている課程もある。教員の経

験年数などに反映されていると思われるが、特色を

明確にし、教員全員が教育理念と共に理解していく

ことを課題とする。 

 

 



Ⅱ組織運営 

（１）学校運営 

 
 

自己評価 外部評価 

ほとんどの項目で「適切」「ほぼ適切」が 80％と評

価しているが、昨年度に比較して全ての項目に対して

横ばい又は低下傾向にある。その中でも、「学校運営会

議・教務会議等を、定期的に開催している」や「運営

組織は学則などにおいて明確に示している」では、「適

切」の項目について昨年度からの低下率が大きい。今

年度は新採用教員が多く、また運営会議の開催の回数

は少ないうえに開催時期も実習期間中であり、教員は

認識しにくい傾向にある。そのため、運営会議の位置

づけや議決内容などを教務会議などで報告し共通理解

する必要がある。教務会議は定期的に予定していたが、

他の業務と重なりが生じた時の調整が不十分であった

ため教員の参加が十分でなかった。会議を効率的に運

営するために時間厳守や検討項目の選定など、教員の

満足できる運営の検討が必要である。 

また、「情報システム化などによる業務の効率化を図

っている」について「適切」「ほぼ適切」は低くなって

いる。今年度に導入した成績管理システムに不具合が

あり、教員が操作しきれないことや、業務に支障が出

たためと考える。 
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学校運営

適切 ほぼ適切 やや不適切 不適切 わからない 無回答

上段：29年度

下段：30年度
・教育目的に沿った運営方針のもとに事業計

画を明確化して、運営している

・運営組織は、学則等において明確に示して

いる

・教務および事務の組織を整備している

・学校運営会議・教務会議等を、定期的に開

催している

・教育活動に関する情報公開を、学生・保護

者・保証人に行っている

・情報システム化（キャンパスアベニュー）

等による業務の効率化を図っている



「教育活動の情報公開を学生、保護者、保証人に行

っている」は、前年度より改善している。これは新入

教員が保証人会への参加や保護者との面談などを通し

て体験することで、情報公開の実際を確認できたこと

によると考える。 

 

 

（２）学修成果 

 

 

自己評価 外部評価 

「就職率の向上に向けた取り組みを図っている」に

おいては、学科によって結果は異なる。近年では、施

設の就職試験の早期化や学生自体が主体的に職業選

択をしない状況も含め対応や対策が必要と言える。ま

た、就職試験で望む結果を得られない現状も増えてい

る。低学年からなりたい職業人像の意識づけや就職に

あたり助言が必要と考える。その一方で自ら就職先を

決定している学生や、奨学金を受け早期に就職先を決

定している学生もみられる。 

「資格取得率（国家試験・資格試験）の向上に向け

た取り組みを図っている」においては、結果としては

前年度よりやや低下しているが、どの学科も国家試

験・資格試験対策に力を注いでおり、試験対策の時期

や内容を検討しながら学習を実施し、その成果を分析

し継続的に学習指導を行っている。また、学内教員の

補講に加え外部講師に協力を頂き資格取得に向けて

努力している。今後も継続した取組を組織的に関りを

すすめていき、学生のモチベーションの維持や近年低

迷する基礎学力の向上、学生のメンタルケアを同時に

サポートしながら学力及び資格取得率向上に努めた

い。 

「退学率低減に向けた取り組みを図っている」で

は、退学の理由として、学習についていけない、経済

状況、健康状況、家庭の事情（生活背景）など多岐に

わたる理由があげられる。中でも、親世代を含む学生

自体の学校生活や職業認識の低さも要因の一つと言

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

・就職率の向上に向けた取組を図っている

・資格取得率（国家試験・資格試験）の向上に向け

た取り組みを図っている

・退学率の低減に向けた取り組みを図っている

学修成果

適切 ほぼ適切 やや不適切 不適切 わからない

上段：29年度

下段：30年度

・就職率の向上に向けた取り組みを図っている

・資格取得率(国家試験・資格試験)の向上に向け

た取り組みを図っている

・退学率の低減に向けた取り組みを図っている



える。スクールカウンセラー、教員が早期に相談に乗

り、長期的なサポートをしている状況にあるがやむを

得ない結果となることが多い。現状維持として早期に

対応しながら、カウンセラーと教員の連携を強化し、

学生の抱える悩みに気づき最善の策を得られるよう

学校全体としても努力を要するところと言える。 

 

 

（３）学生支援 

 

 

自己評価 外部評価 

「進路・就職に関する支援体制について」と「学生

の健康管理や学生に相談する体制について」は前年度

より「適切」「やや適切」が低下している。サポート

が必要な学生は少なくないが、個人対応などの窓口が

なく、学生からの相談に対して個人的に実施している

現状にあるが、教員の負担から考えると十分ではない

と考える。 
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学生支援

適切 ほぼ適切 やや不適切 不適切 わからない 無回答

上段：29年度

下段：30年度

・進路・就職に関する支援体制は整備されている

・スクールカウンセラーの配置など、学生の健康

管理や学生相談に関する体制は整備している

・学生の経済的側面に対する支援制度の周知を

図っている

・課外活動に対する支援体制は整備している

・保護者・保証人に、定期的に情報提供を行って

いる

・卒業生を支援するための取組を行っている

・就業経験のある社会人のニーズを踏まえた教

育環境を整備している

・高校等との連携をとり、看護教育の取組を行っ

ている

・学生の安全管理(災害共済保険加入等)を行って

いる



「学生の経済的側面に対する支援制度の周知」につ

いては、前年度よりも「適切」「やや適切」が改善し

ている。経済面においては各種の修学金制度の説明や

手続きなど事務のサポートを得て効果的な活用が出

来ている結果であると言える。 

 「卒業生を支援するための取組」については、前年

度より更にポイントを下げている。カムバックスクー

ルや学校祭を通じて、学校に立ち寄ってもらうことは

できるが、参加人数が学科によって差があり、卒業前

の日程の周知が更に必要である。また、卒業後サポー

ト体制があることを周知し、各学科ともに適宜相談し

てもらえる体制を整えていくことが必要と言える。 

 「課外活動に対する支援体制の整備」について「不

適切」と回答している者もいる。これは、マンパワー

不足により、学生支援のための教員間の連携・協力が

十分ではないことによると推察できる。担任だけでは

なく学科の取り組みとして、教員全体の連携強化を図

っていくことが必要である。 

 

 

カムバックスクール 

平成 30 年 8 月 3 日(金) 13：30～15：00 

講演テーマ：「認定看護師への道－精神看護について－」 

講 師：大谷勇生先生  医療法人栄仁会宇治おうばく病院 

 

（４）教育環境 

 ア 環境設備 

 

 

自己評価 外部評価 

施設・整備は、教育上必要な対応ができるよう整備

しているについて｢適切｣「ほぼ適切｣が 90％であった。

学生が落ち着いて学習できる学習室を 2018 年より設

置している。国家試験、資格試験前には利用者数も増

加しており、落ち着いて自習できる環境となってい

る。学内演習の必要な物品も定期的に購入し、学生が

看護技術を習得できるように実習環境を整備してい

る。学習環境としては整備しているが、校舎や学生が

使用している椅子などが老朽しており、対策が遅れて

いる。安全面を考慮し、順次、交換していく必要があ
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適切 ほぼ適切 やや不適切 不適切 わからない

上段：29年度

下段：30年度

・施設・整備は、教育上必要な対応ができるよう

に整備している

・学内外における研修や実習に必要な教育体制を

整備している



る。 

「学内外における研修や実習に必要な教育体制を整

備している」は、「やや不適切」が約 15％であった。

実習施設から学校へ授業のために戻ってくるなど教

員が移動に困難を生じているのではないかと考える。 

 教員の実習配置と授業時期が重ならないような工

夫を考えていきたい。 

 

 

イ 防災管理 

 

 

自己評価 外部評価 

全ての項目で｢適切｣「ほぼ適切｣が 90％以上であっ

た。年に一度、防災訓練を実施しているが、今年は教

職員のみの防災訓練も行い、避難場所の再確認や、避

難用具を実際に触ることで理解を深めた。また、今年

は大雨特別警報、大阪府北部地震の災害があった。そ

のときの体験から各科・課程ごとに学生や教員の安全

確認のための連絡網の工夫を行い、確実に安否確認が

できるようにした。 

 10 月からはＨＰがリニューアルし、緊急連絡など

はＨＰで確認できるようになった。緊急時に備えて一

度訓練をしていくことも必要である。 

今後は、緊急時ＨＰにアクセスし、連絡事項を確認

することを学生、教員に徹底し、災害時に安全に行動

できるか評価していく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

・防災管理規定を整備している

・地震・火災等発生時の対応マニュアルなどを整備

している

・火災等の予防及び防災訓練など、防災教育を実施

している

防災管理

適切 ほぼ適切 やや不適切 不適切 わからない

上段：29年度

下段：30年度

・防災管理規定を整備している

・地震・火災等発生時の対応マニュアルなどを

整備している

・火災等の予防及び訓練など、防災教育を実施し

ている



（５）学生受け入れ募集 

 
 

自己評価 外部評価 

「学生の募集活動」に関しては、「適切」「ほぼ適

切」が 90％以上であった。学校全体として、オープ

ンキャンパスの実施がこれに反映している。2 年課

程は現状、進学する学生の獲得は困難な状況である。

本校の准看護学科との連携、実習先を含む就労して

いる准看護師に向けて看護師資格の取得からその後

の将来像を伝える機会を今後検討していく必要があ

る。 

しかし、学校ＨＰのリニューアルに伴い、より詳

細な学科の紹介もできていることに加えて、各種広

報媒体による広報成果をあげていることが周知され

ていると感じる。今後も内容を吟味し、充実してい

けるよう引き続き行い、資格取得・就職状況の伝達

についても、学校案内やホームページへの掲載とオ

ープンキ ャンパスで説明して本校を知ってもらい、

より学生募集に繋げたい。 

「授業料等は妥当なものとなっている」に関して

も昨年と変わらず、「適切」「ほぼ適切」が 85％ぐら

いである。学習者への金銭的負担は配慮し、各種、

奨学金の紹介に尽力している結果と取れる。 
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学生の受け入れ募集

適切 ほぼ適切 やや不適切 不適切 わからない

上段：29年度

下段：30年度

・学生の募集活動（オープンキャンパス・高

校訪問等）は、適正に行っている

・学生の募集活動において、資格取得・就職

状況等は正確に伝えている

・授業料等は妥当なものとなっている



（６）経営管理 

ア 財務 

 
 

自己評価 外部評価 

財務状況については、「適切」「ほぼ適切」が 80％

とやや低下しており、今年度新入教員も増え、年度末

の報告がされていないためと考える。しかし事業報告

は、学習環境・教育教材等必要なものは計画的に購入

が進められ合同会議等で報告がされているため、「適

切」「ほぼ適切」が 82％と改善している。今後も、計

画的に学習教材・学習環境を整え、会議を通して報告

を行うことで周知していく必要がある。 

 

 

イ 法令遵守 
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経営管理

適切 ほぼ適切 やや不適切 不適切 わからない

・財務状況の情報を、教員に公開している

・事業報告を適時行っている

上段：29年度

下段：30年度
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法令等の遵守

適切 ほぼ適切 やや不適切 不適切 わからない

上段：29年度

下段：30年度

・法令、専修学校設置基準などを遵守し、適

正な運営をしている

・個人情報に関し、その保護のための教育対

策を行っている

・教員に対して自己目標・自己評価の実施及

び問題点の改善に努めている

・学校の自己点検・自己評価を実施し、その

結果を公開している



自己評価 外部評価 

法令等を遵守した適正な運営、個人情報保護に対す

る教育対策、自己点検・自己評価の結果の公開につい

ては、「適切」「ほぼ適切」が 80％以上である。しか

し自己点検・自己評価の実施及び問題点の改善につい

ては、「不適切」「やや不適切」「わからない」が 28％

を占めており、組織的に行っている改善策やその成果

については、日常の業務に直接的に影響を与えないた

め理解しにくい現状がある。また、今年度は新入教員

が多くあり、具体的な学校運営に関する内容について

理解が得られていないことも伺われるため、情報が浸

透していくよう新人研修・会議等で強化していく必要

がある。 

「学校の自己点検・自己評価を実施し、その結果を

公開している」が 11％を占めており昨年度より、増加

している。事前に評価項目の理解が理解できていない

ままの記載となっているため学校評価をすることの

自覚が不足している。今後評価をするにあたり会議等

で自己点検・自己評価の意味について再考していくこ

とが必要である。 

 

 

 

  



Ⅲ.教育活動 

（１）教育推進活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

・教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等

を適正に定めている

・教育機関として修業年限に対応した教育到達レベ

ルや学習時間の確保は明確にしている

・課程等のカリュキュラムは体系的に編成している

・実習施設との連携により、実践的な看護教育の視

点に立ったカリキュラムや教育方法の工夫・開発な

どを行っている

・専門分野における実践的な看護教育を体系的（講

義・演習・実習）に位置づけている

・授業評価を実施している

・外部関係者（実習施設等）からの評価を取り入れ

ている

・成績評価・単位認定の基準は明確になっている

・資格取得に向けた指導体制並びにカリキュラムの

中での体系的な位置づけはある

・人材育成目標に向け授業を行うことができる要件

を備えた教員確保に努めている

・先端的な知識・技術等を修得するための研修や教

員の指導力育成など、資質向上のための取組を行っ

ている

教育推進活動

適切 ほぼ適切 やや不適切 不適切 わからない 無回答

上段：29年度

下段：30年度
・教育理念等に沿った教育課程の編成・実施

方針などを適正に定めている

・教育機関として修業年限に対応した教育到

達レベルや学習時間の確保は明確にしてい

る

・課程等のカリキュラムは体系的に編成して

いる

・実習施設との連携により、実践的な看護教

育の視点に立ったカリキュラムや教育方法

の工夫・開発などを行っている

・専門分野における実践的な看護教育を体系

的(講義・演習・実習)に位置づけている

・授業評価を実施している

・外部関係者(実習施設等)からの評価を取り

入れている

・成績評価・単位認定の基準は明確になって

いる

・資格取得に向けた指導体制並びにカリキュ

ラムの中での体系的な位置づけはある

・人材育成目標に向け授業を行うことができ

る要件を備えた教員確保に努めている

・先端的な知識・技術等を修得するための研

修や教員の指導力育成など、資質向上のた

めの取組を行っている



自己評価 外部評価 

全ての項目において、全体的に評価は低下してい

る。特に「課程等のカリキュラムは体系的に編成して

いる」は、「適切」「ほぼ適切」が 54％と低下しており、

3 年課程において、教育内容の改変に取り組んでいる

最中であるため、このように低下したものと考える。 

実習施設との連携をとりながら実践的な看護教育

方法の工夫や開発に取り組むことに関しては、専門領

域外の分野を担当せざるを得ない教員もいる状況か

ら、実務経験が活かせず創意工夫にまでは至っていな

い。継続した人材確保・人材育成に努めていく必要が

ある。 

「授業評価を実施している」についても、昨年度よ

りさらに低下し「適切」「ほぼ適切」が、48％であっ

た。新入教員に対しては、授業評価の意義・改善に向

けての支援により実施できている傾向が伺えるが、キ

ャリアのある教員は、改めて授業評価を受けることの

定着が見られていない。今後、授業評価表の改善を行

い、継続的に評価を行い授業改善していくことが望ま

れる。また、外部講師に対しては、授業評価そのもの

が周知されていない現状がある。講師室に評価表を設

置しているが、授業評価の意義を十分に説明し、実施

していくように働きかける必要がある。 

 

 

 

Ⅳ.社会貢献・地域貢献・国際交流 

 
 

自己評価 外部評価 

学校の教育資源を使っての社会・地域貢献では、例

年通り、地元の高校の校外実習を計 4 回の受け入れ、

学校主催の看護職対象の研修会 3 回を開催した。その

他、京都府看護協会、京都府助産師会、関係学会等の

役員、理事、講師等を引き受けそれぞれが任務を遂行

している。昨年度の教員評価では、約 90％の者が肯

定評価であったが、今年度は約 70％と激減している。

これは 3 年課程で、教育内容改変の取組みによる教員

の負担感によるものであると考える。地域における本

校の意義を理解し、業務内容の整理を行い対応してい

く。 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

・学校の教育資源や施設を活用して社会貢献・地

域貢献に努めている

・学生のボランティア活動を奨励し、支援してい

る

社会貢献・地域貢献

適切 ほぼ適切 やや不適切 不適切 わからない 無回答

上段：29年度

下段：30年度

・学校の教育資源や施設を活用して社会貢献・

地域貢献に努めている

・学生のボランティア活動を奨励し、支援して

いる



また、本校では、学生のボランティア活動を奨励し、

支援している。具体的には、日々の朝の立ち当番での

挨拶運動、学校玄関前での花の整備、清掃活動などを

通して地域の人々との交流に努めている。さらに、学

校祭でのバザーや古本市は地域の方々にとって恒例

行事の一つとなっている。その他、看護の日の行事に

併せた活動、献血、夏祭り等のお手伝い、出張授業（性

教育実践）など毎年の恒例行事として積極的に行って

いる。このような実績を踏まえ、昨年度では、ほぼ

100％が「適切」、「ほぼ適切」とし肯定評価の割合が

高くなっていたが、今年度は 90％弱と低減している。

地域貢献に参加している教員は知っているが、それ以

外の教員は知らないということが推測される。学校で

行われている地域貢献が他人事とならないよう教員

への周知は必須である。 

 

【洛東高等学校健康福祉コース 実習受け入れ】 

 2 年生→准看護科 2回 

 3 年生→2年課程 2回 

【洛東高等学校】 

 性教育 助産学科 10期生 1回 

【ボランティア活動】 

山城医療連携協議会災害訓練 14 名 

近畿地方 DMAT ブロック訓練 30 名 

おおやけの里ふれあい祭り 7名 

「やったね！秋まつり」京都市やましな学園企画 15 名 

洛南病院 音楽祭 3 名 

命輝け京都第九コンサート 4名 

 

【講師派遣】 

京都府看護協会  

実習指導者（看護師）講習会 平成30年10月～12月  

看護論               奥山幸子 

2年課程の教育制度          加悦浩美 

母性看護学臨地実習         秋山寛子 

実習指導の実際演習         秋山寛子 

実習指導の実際演習         神農節子 

准看護師キャリアアップセミナー「看護の動向とキャリア支援」   奥山幸子 

チームの協働で看護力ＵＰ「看護師と准看護師の基礎教育の違い」  奥山幸子 

看護教員継続研修 「自校のカリキュラム評価を踏まえたカリキュラム開発」 

「効果的な臨地実習指導」           奥山幸子 

洛和学園 実習指導者講習会 看護教育課程（2年課程）        奥山幸子 

朱雀高校(全日制) 分野別模擬授業（看護専門学校）          増田よし美 

                     

【学会/職能関係】 

京都母性衛生学会理事・副編集委員長                 秋山寛子 

京都府助産師会教育委員                       秋山寛子 

日本助産師会近畿地区研修会実行委員会・実行副委員長         秋山寛子 

京都府看護協会推薦委員                       秋山寛子 

京都府看護協会総会協力員                      橋戸好美 

京都府看護協会准看護師制度特別委員会                奥山幸子 



山科保健センター運営協議会委員                   奥山幸子 

看護教員継続研修運営委員                      奥山幸子 

京都府専任教員養成講習会準備運営委員                奥山幸子 

日本看護学教育学会第 29回学術集会企画委員              奥山幸子 

 

Ⅴ.研究・研修 

 
 

自己評価 外部評価 

研究・研修に関する評価は、昨年よりも肯定評価の

割合が低くなっている。中でも、「研究活動を教員相

互で支援しあう環境がある」「教員の研究活動を保障

(時間的・財政的・環境的)している」に関しては約 50％

の者が「やや不適切」「不適切」と否定的評価であっ

た。実際は、教員を対象にした研修が準備されている

にもかかわらずこの結果は、個人の能力開発への意識

が薄いと思われる。なお、研究発表、研修参加の実績

は別紙に示す。 

 

 

 

【学校内】 

第 1回研修会 「ナイチンゲール、ドラッガー、クリステンセンに学ぶ看護イノベーション  あ

なたも組織も元気になる 今日からできるアイデア満載！」 

講師 テルモ株式会社 取締役顧問 松村啓史 先生 

第 2回研修会 「臨床との連携をとりながら、効果的な学生指導を目指して 

～発達障害等の理解と具体的な支援・指導のあり方～」 

講師 文部科学省 学校経営スーパーバイザー 後野文雄 先生 
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研究・研修

適切 ほぼ適切 やや不適切 不適切 わからない

上段：29年度

下段：30年度

・教員等の能力開発のための研修等が行われて

いる

・教員の研究活動を保障(時間的・財政的・環

境的)している

・教員の研究活動を助言・検討する体制を整え

ている

・研究活動を教員相互で支援しあう環境がある

・学外研修に参加する体制を整えている



新人教員研修   4 月 3 日（火）～6月 16日（土）5日間 5名 

実習指導教員研修 8 月 6 日（月） 27 名 

研究授業     30 年 4 月～31年 3 月 2 名 

公開授業     30 年 4 月～30年 3 月 2 名 

シンポジウム   12 月 25 日（月）「各課程における国家試験対策と国家試験結果の現状」 

「国家試験対策、こんなことで困っています」 

研究発表 3 月 25 日（月）8演題 

長期研修報告会 3月 25 日（月）大阪府教員養成講習会 2名 

 

【学校外】 

1．学会発表 

第 30回日本看護学校協議会学会（鹿児島） 

「子育て世代の助産師が離職を決定するプロセス」 

橋戸好美・秋山寛子・増田よし美・守屋嘉奈子・井上沙織 

第 49回日本看護学会-看護教育-（広島） 

「児童虐待に関心のある看護学生の意識の学年比較～記述内容に着目して～」 

   奥山幸子・西雄浩子 

日本看護倫理学会第 11回年次大会（東京） 

「臨地実習におけるインシデント・アクシデントの現状と学生の意識」 

   市場千尋・奥山幸子 

 

２．学会・研修会等参加 

【長期研修】 

大阪府専任教員養成講習会 4 月～12 月（大阪）2名 

 

【短期研修】 

第 49回日本看護学会-看護教育-（広島）1名 

日本看護倫理学会第 11年次大会（東京）1名 

第 43 回日本精神科看護学術集会（愛知）1名 

第 30 回日本看護学校協議会学会（鹿児島）2名 

第 28 回日本看護学教育学会（横浜）2名 

日本看護学校協議会近畿ブロック研修会（大阪）2名 

京都府看護協会継続研修：効果的な臨地実習指導 6 名 

京都府看護協会継続研修：カリキュラム開発 3名 

京都府看護協会 短期研修 15 名 

京都府看護学校連絡協議会 7 名 

京都市看護職能力向上・定着確保研修（京都）3名 

京都看護大学 看護の智協働開発センター講演会（京都）5名 

東京アカデミー看護教員支援セミナー（京都）4名 

武田看護教育研究所セミナー（京都）1名 

e-nus セミナー（大阪）2名 

学研メディカル秀潤社セミナー（大阪）2名 

さわ研究所教員セミナー（大阪）3名 

照林社看護教員実力アップセミナー（大阪）2名 

メディックメディア看護教育セミナー（大阪）1名 

 

３．論文・執筆等 

 

奥山幸子・西雄浩子：児童虐待に関心のある看護学生の意識の学年比較～記述内容に着目して～．

日本看護学会看護教育学術集会．第 49回日本看護学会論文集看護教育．131-134.2019． 

橋戸好美・秋山寛子他：子育て世代の助産師が離職を決定するプロセス．第 30回日本看護学校協

議会学会雑誌 


